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前立腺癌における血管新生の多寡を、生体内にて計測する方法の

確立を目標に、ダイナミック造影 MRI にて観測された癌病変の造影
効果と、microvessel density（MVD）との相関について検討した。 
 前立腺全摘術が施行された未治療前立腺癌患者１１例を対象に、

三次元 T1 fast field echo 法にて、高空間分解能ダイナミック造影
MRI を取得した。腫瘍の造影効果は contrast enhancement ratio 
(CER)にて評価した。摘出標本には、第８因子関連抗原（Factor VIII 
related antigen）にて免疫染色を施し、癌病変の MVD を算出した。  
ダイナミック造影 MRI早期相にて１２癌病変が濃染し、その CER

は非病変部より高い傾向にあった。また、CER と MVD との間には
有意な相関が認められた（ rs=0.588, p<0.041） .  
 前立腺癌において、ダイナミック造影 MRI 早期相における造影効
果は、癌病変の血管新生能を反映すると考えられた。  


